
 
 

林林業業普普及及指指導導事事業業  

  

   北出 満・角屋圭祐・瀧川史也 

地域機関林業普及指導員 

 

 林業普及指導事業は、森林法（昭和 26 年法律第 249 号）第 187 条第 1 項に規定する林業普及

指導員を適正に配置し、林業普及指導員が森林所有者等に対し林業に関する技術及び知識の普及

と森林施業に関する指導を行うとともに、市町の求めに応じて市町村森林整備計画の作成及びそ

の達成に必要な技術的援助等の協力のうち専門的な技術及び知識を必要とする事項に係るもの

等を行い、林業技術の改善、林業経営の合理化、森林の整備等を促進し、もって森林の有する多

面的機能の発揮及び林業の持続的かつ健全な発展に資することを目的とした事業で、国が策定す

る林業普及指導運営方針に基づき、県が林業普及指導実施方針を策定し、それに基づき、林業普

及指導員は、地域全体の森林の整備・保全や林業の成長産業化を目指した総合的な視点に立って、

普及指導活動を実施している。 

 
主主なな林林業業普普及及指指導導活活動動  
１１．． 森森林林のの適適正正なな管管理理とと公公益益的的なな機機能能のの発発揮揮  
 ・林業事業体に対して、森林クラウドの導入支援を行った。 

 ・効率的な森林境界明確化の取組を進めるため、みえ森林経営管理支援センターのアドバイザ

ーとともに、市、県、森林組合、航測会社によるプロジェクト会議を開催し、航空レーザ測

量のデータをもとにした地番素図の作成について働きかけを行った。 

 ・森林組合の J-クレジット創出の取組にあたり、市町に対して森林経営計画の作成や所有者の

同意取得について支援を行うとともに、林業事業体に対してモニタリングへのドローンの活

用に向けたデジタル画像処理ソフト等の導入について支援を行った。 

 ・森林・林業勉強会を開催し、森林計画制度について周知した。 

 

２２．．「「緑緑のの循循環環」」のの促促進進とと県県産産材材のの利利用用のの促促進進  
 ・林業事業体に対し、ドローンによる自動飛行及び森林 GIS の操作について、対面での指導を

行った。 

 ・ドローン撮影によるオルソ画像を用いた造林補助申請を促進するため、造林補助申請資料に

オルソ画像を活用する申請者の支援を行い、申請事務の省力化を行った。 

 ・コンテナ苗、低花粉苗等を活用した再造林の促進等に向け、苗木生産者を対象に聞き取りや

現地調査等を実地した。 

 ・市町や林業事業体に対し森林クラウドや路網設計支援ソフトの活用について働きかけを行う

とともに、各操作について対面での指導を行った。 

 ・企業に対して三重県「木づかい宣言」事業者登録制度の説明を行い、県産材の積極的な利用

について登録に向けた働きかけや調整を行った。 

 ・不足するしいたけ原木用材を安定確保するためきのこ生産事業体に対して情報提供を行った。 

 ・庁舎内スペースにおいて、みえ森と緑の県民税や木づかい条例、木づかい宣言等に関するパ

ネル等の展示を行い、一般来場者に向けた木材利用推進に関する普及啓発を行った。 

 ・林業事業体に GNSS 測量機器の導入を働きかけ、測量作業の効率化及び安全性の向上を図った。 

 ・主伐・再造林を促進するため、苗木等資材運搬用の大型ドローンの導入を支援した。 

 ・密植による再造林を行うため、密植に係る費用の確保を目的としたクラウドファンディング

の実施を支援した。 
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３３．．林林業業・・木木材材産産業業をを担担うう人人材材のの育育成成  
（１）担い手の育成研修、職業体験等 

      林業従事者等を対象とした研修の企画運営や講師、高校生を対象とした林業職場体験研修

を支援するなど、担い手の育成と確保に係る活動を行った。 

    ＜講師等を行った主な研修等＞ 

   ・（公社）みえ林業総合支援機構が実施する「緑の雇用」新規就業者育成推進事業集合研修

延べ４日間 

   ・みえ森林・林業アカデミーの久居農林高校連携講座 延べ 10 日間 

   ・高校生林業職場体験研修 ６校（四日市農芸高校、飯南高校、昴学園高校、南伊勢高校

度会校舎、伊賀白鳳高校、青藍高校） 

（２）林研グループ等の支援 

  ・林研グループ等が行う、児童や生徒等を対象に林業を体験させる活動や森林教育などの活

動を支援したほか、活動成果を発表するコンクールへの参加や三重県林業研究グループ連

絡協議会が開催する活動報告会・研修会などについても支援を行った。 

（３）林福連携の促進 

  ・竹林整備や竹材活用を行う福祉施設と情報共有を行った。 

  ・林福連携で行っている苗木生産の取組や新たな取組について関係者と情報共有を行った。 

  ・林福連携コーディネーターと情報共有を図り、福祉施設利用者によるスギ・ヒノキ採種等

の取組を行った。 

 

４４．．みみんんななでで支支ええるる森森林林づづくくりりのの推推進進  
（１）みえ森林教育の推進 

  ・県民の皆さんに森林の重要性や木の良さ、木を使うことの意義等を普及啓発した。 

  ・木製玩具や絵本などを通じて、親子で森林や木、木材の魅力に触れることができる常設型

の森林教育施設「みえ森林教育ステーション」の認定へ向け支援するとともに、認定施設

のスタッフへ森林教育講習を行った。 

（２）森林関係イベント開催支援 

  ・広く県民を対象としたイベントに出展するなどして、森林や木との触れ合いの機会を提供

し、森林の重要性を普及啓発した。 

 

５５．．そそのの他他のの活活動動  

（１）市町村森林整備計画に係る市町への支援 

  ・市町の担当者に対して、市町村森林整備計画の樹立や変更に係る支援を行った。 

（２）森林経営計画及び集約施業に係る支援 

  ・森林経営計画の作成、変更等について林業事業体や森林所有者を支援したほか、認定業務

に従事する市町担当者を支援した。 

（３）森林経営管理制度の推進等に係る市町への支援 

  ・森林環境譲与税等を活用した森林境界の明確化や森林経営管理制度等による森林整備の推

進等に関し、みえ森林経営管理支援センターのアドバイザーと連携し、市町の支援を行っ

た。 

  ・市町が開催する森林経営管理制度の意向調査業務の地元説明会に出席し、制度説明や質疑

応答などの支援を行った。 

（４）みえ森と緑の県民税市町交付金事業の推進等に係る市町への支援 

  ・市町担当者会議を開催し、制度の運用に関する情報提供及び意見交換等を行った。 

  ・みえ森と緑の県民税市町交付金事業について、事業実行にあたっての助言等を行った。 
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（５）多様な主体が行う森林作業の支援・技術指導 

  ・企業の従業員や森林ボランティアなど多様な主体が行う森林整備活動に対して、活動支援

や技術指導等を行った。 

（６）その他の普及活動 

  ・林業普及指導職員近畿ブロックシンポジウムで活動事例を発表した。 

  ・第 11 回みえチェンソー技術競技大会を開催するにあたって、競技ルールの制定など大会

が円滑に運営されるよう支援したほか、林業普及指導員が競技大会当日の審判員を務めた。 

  ・低密度植栽による再造林で起こりうるリスクを把握するため、県内各地の低密度植栽地を

調査して植栽木の生育状況等を整理し、その傾向をまとめた。 

  ・林業労働力の確保の促進に関する法律に基づいて事業主が、「労働環境の改善、募集方法の

改善その他の雇用管理の改善及び森林施業の機械化その他の事業の合理化を一体的に図

るために必要な措置についての計画（林業事業体改善計画）」を作成するにあたっての支援

を行った。 
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